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６月会議で決まりました６月会議で決まりました
６月３日～６月22日に定例議会が招集され、報告４件、承認１件、同意１件、
20件の議案が提出されました。全20議案は全会一致で可決となりました。

令和４年６月会議（定例会）賛否の公表
専決処分の報告

報告 報告第１号
　鏡野町税条例等の一部改正

工事請負契約の締結

原案
可決

議第55号
　工事請負契約の締結について
　（鏡野町総合文化施設改修工事）
議第56号
　工事請負契約の締結について
　（奥津町民体育館改修工事）

財産の取得

原案
可決

議第57号
　財産の取得について　
　（除雪機械整備事業　除雪トラック４ｔ・２台）
議第58号
　財産の取得について　
　（除雪機械整備事業　除雪トラック２ｔ・１台）
議第59号
　財産の取得について　
　（スクールバス整備事業　29人乗り・１台）
議第60号
　財産の取得について　
　（スクールバス整備事業　14人乗り・２台）

請願

採択 請願第１号
　すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める請願
請願第２号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げ
　をはかるための2023年度政府予算に係る意見書
　採択の請願

陳情

採択 陳情第５号
　精神保健医療福祉の改善に関する陳情

委員選任・任命同意

同意 同意第２号
　監査委員の選任について

発議

原案
可決

発議第３号　
　すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書
発議第４号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げ
　に係る意見書
発議第５号
　精神保健医療福祉の改善に関する意見書

繰越明許費繰越計算書の報告

報告 報告第２号
　令和３年度鏡野町繰越明許費繰越計算書
報告第３号
　令和３年度鏡野町水道事業会計予算に係る繰越額　
　の使用に関する計画
報告第４号
　令和３年度鏡野町下水道事業会計予算に係る繰越
　額の使用に関する計画

専決処分の承認

承認 承認第１号
　鏡野町国民健康保険税条例の一部改正

条例の一部改正

原案
可決

議第47号　
　鏡野町コミュニティハウス及び多目的集会所条例
　の一部改正について
議第48号
　鏡野町過疎地域における固定資産税の課税免除に
　関する条例の一部改正について
議第49号
　鏡野町地方活力向上地域等特定業務施設整備計画
　に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部改正
　について
議第50号
　子育て支援センターの設置及び管理に関する条例
　の一部改正について
議第51号
　鏡野町森林づくり基金条例の一部改正について

規約の変更

原案
可決

議第52号
　岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
　体数の減少及び組合規約の変更について

補正予算

原案
可決

議第53号
　令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出予算に２億3200万円を追加し、総額
　120億7500万円とする。
議第54号
　令和４年度鏡野町国民保険特別会計補正予算
（第１号）
　事業勘定の歳入歳出予算から1096万円を減額し、
　総額15億390万４千円とする。
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工事請負契約の締結

●鏡野町総合文化施設改修工事（ペスタロッチ館）
　１億8106万円
　契約の相手　株式会社　山本工業
●奥津町民体育館改修工事
　7901万円
　契約の相手　株式会社　杉岡建設工業

鏡野町子育て支援センターの設置
及び管理に関する条例の一部改正
　鏡野町子育て支援セン
ターの休館日に子ども
会、親子クラブなどから
希望があった場合に施設
の貸出しができるように
規定を加える。

令 和 ４ 年 度 ６ 月
補 正 予 算

令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第１号）

●担い手育成・スマート農業社会実装促進事業  ………………【212万４千円】
　水稲作付面積が10ha未満である認定農業者等の担い手が、一定以上の規模拡大をする場合、拡大に
　必要な農機具、施設の購入費用の一部を助成するもの。
●早期経営確立事業  ………………………………………………【57万５千円】
　農業実務研修等を終了した新規就農者に対し、農地整備費や中古機械修繕費等を助成するもの。
●産業まつり開催事業費  …………………………………………【406万８千円】
　産業まつり開催に係る費用
●越畑紅葉祭事業費  ………………………………………………【74万５千円】
　越畑ふるさと村・秋の紅葉まつりに係る費用
●奥津紅葉祭開催事業費  …………………………………………【549万１千円】
　奥津紅葉祭に係る費用
●氷紋まつり開催事業費  …………………………………………【1163万６千円】
　氷紋まつり開催に係る費用
●鶴喜保育園整備事業費  …………………………………………【3964万円】
　鶴喜保育園新設工事に係る用地購入費
●小学校統合整備事業費  …………………………………………【527万５千円】
　令和４年度末、閉校予定の小学校（香北・富・上斎原小学校）での閉校記念誌、記念碑作成費用及び
　統合校制服購入費用
●大学生等生活応援給付事業費  …………………………………【1509万円】
　短期大学・大学・大学院・専修学校等に在籍している者への生活応援給付
●かがみのマラソン大会事業費  …………………………………【1062万９千円】
　第15回かがみの健康マラソン大会開催に係る費用

注目事業
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津山圏域衛生処理組合津山圏域衛生処理組合
●組 合 議 員：飯綱洋平（副議長）
　　　　　　　鈴木大介
●設　　　立：平成１７年２月
●構成自治体：鏡野町、津山市、美咲町
●鏡野町分担金及び負担金：４９７８万１千円
●概　　　要：津山圏域衛生処理組合は，関係市町
の区域における、し尿処理施設の経営・管理及び
これに付属する事務を共同処理する組合で、主な
施設は汚泥再生処理センターであり、1日１７０
kLのし尿・浄化槽汚泥を処理している。処理工
程で発生する汚泥を助燃剤として、津山圏域ク
リーンセンターで再利用することで環境に配慮し
た施設となっている。

　「一部事務組合」とは、地方自治法の規定に基づき、隣接する複数の地方自治体が

行政サービスの一部を共同で行うことを目的として設置する組織で、適切な運営を行

うために規約により組合議会等が置かれています。

津山圏域資源循環施設組合津山圏域資源循環施設組合
●組 合 議 員：岸　泰廣

●設　　　立：平成２１年４月

●構成自治体：鏡野町、津山市、美咲町、勝央町、
　　　　　　　奈義町

●鏡野町分担金及び負担金：1億１６３２万５千円

●概　　　要：令和２年、３年は新型コロナ感染の
影響により、家庭での生活時間が増え大掃除を行
う人が増え、家庭ゴミが増加した。また、年3回
の熱回収施設の定期点検が重なり増量したことに
より焼却ができなくなったため、令和３年１２月
に１０００トンのゴミを圏域外に搬出した。（三
重県伊賀市に４００トン、倉敷市に６００トン）

津山広域事務組合津山広域事務組合

一 部 事 務 組 合 議 会 な ど一 部 事 務 組 合 議 会 な ど

●組 合 議 員：小椋晶志（副議長）
　　　　　　　原　章倫（運営委員）
●設　　　立：平成１７年２月
●構成自治体：鏡野町、津山市、美咲町、勝央町、
　　　　　　　奈義町、久米南町
●鏡野町分担金及び負担金：１４８万３千円
●概　　　要：津山広域事務組合は、津山圏域の雇
用労働に関する業務を共同処理するために設立さ
れた。圏域の定住化促進や愛着、誇り、魅力にあ
ふれた地域に住み続けたいと感じられる圏域の形
成と発展を目的に、新規学卒者や一般求職者を対
象とした合同企業説明会・就職面接会、インター
ンシップ事業、最新の就職情報を掲載したつやま
広域企業ガイドの作成などを行っている。

津山圏域消防組合津山圏域消防組合
●組 合 議 員：難波達男（議会運営委員長）
　　　　　　　岸　泰廣
●設　　　立：昭和４８年４月
●構成自治体：鏡野町、津山市、美咲町、勝央町、
　　　　　　　奈義町、久米南町
●鏡野町分担金及び負担金：１億８４２８万円
●概　　　要：共同で消防事務を行うために設置さ
れ、組合の管理者は津山市長が務めており、管内
面積は１３６０㎢、人口規模は１４万５千人、３
署、２分署、４出張所で運用されている。現在運
用のドクターカーについて令和４年４月から津山
中央病院主体の運用となり、真庭市・美作市管内
へも出場となった。
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岡山県広域水道企業団岡山県広域水道企業団
●所 属 議 員：原　章倫（運営協議会委員）
●設　　　立：昭和５９年１１月
●構成自治体：鏡野町、岡山県、岡山市、倉敷市、
　　　　　　　津山市、真庭市、井原市、総社市、
　　　　　　　高梁市、備前市、瀬戸内市、　　　
　　　　　　　赤磐市、美咲町、勝央町、奈義町、
　　　　　　　久米南町、吉備中央町、和気町
●概　　　要：岡山県広域水道企業団は、各家庭に
水を供給している市町村などの水道事業者に浄化
した水を送る水道用水供給事業を行っている。運
営機関として、構成団体の長・議会議員等で構成
された運営協議会が置かれている。
　鏡野町の計画最大受水量は１日3000㎥で、令和
2年度の企業団からの受水量は年６５万８３９９㎥、
それに要した受水費は６８１７万４千円であった。

一般財団法人　鏡野町振興公社一般財団法人　鏡野町振興公社
●理 　 　 事：山本秀久
　　　　　　　岡田高幸

●設　　　立：平成９年３月

●概　　　要：主な事業は、農地集積・担い手の育
成、農作業の受託、農業振興に係る公共施設等の
管理・運営（夢広場等）を行っている。令和４年
５月３１日に理事会が開催され、事業及び収支決
算が報告された。コロナ禍による各種イベントの
中止、レストランの休業、夢広場の大型改装工事
等の影響があったが、内食需要も堅調で、令和３
年度の売上は好調であった。

岡山県北森林・林業活性化促進議員連盟岡山県北森林・林業活性化促進議員連盟
●所 属 議 員：長石幸男（副会長）
　　　　　　　山本秀久（理事）
●設　　　立：平成１１年６月
●構成自治体：鏡野町、津山市、美作市、美咲町、
　　　　　　　勝央町、奈義町、久米南町、　　　
　　　　　　　新庄村、西粟倉村
●鏡野町分担金及び負担金：８万円 
●概　　　要：岡山県北森林・林業活性化促進議員
連盟は、岡山県北の土の保全、水源の涵養等の公
益的機能を有する森林の保全や森づくりを推進す
るとともに適切な林業振興施策の実現により、岡
山県北林業の活性化を図り、住民生活の向上に寄
与することを目的とする議員連盟である。

鏡野町原子力対策委員会鏡野町原子力対策委員会
●所 属 議 員：原　章倫
　　　　　　　小椋晶志　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　岸　泰廣　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　難波達男

●設　　　立：平成１７年３月

●概　　　要：鏡野町原子力対策委員会とは、町内
の核原料物質の探鉱、採鉱、生産、加工等に関
し、良好な生活環境の保全と地域社会経済の健全
な発展を促進するための委員会である。 

株式会社  未来奥津株式会社  未来奥津
●取  締  役：片田八重美　　　　　　　　　　　
　　　　　　　鈴木大介

●設　　　立：平成８年３月

●概　　　要：高齢化が進むなか、観光・商工業の
低迷に歯止めをかけ、地域の雇用促進を図るため
に設立された。観光・農業・ひらめ部門があり、
観光部門は道の駅「奥津温泉」構内において物産
館とバイキング料理「温泉亭」を運営している。
農業部門は米の栽培、ひらめ部門は富地域に拠点
を置き、まちの特産化を担っている。

社会福祉法人　鏡野町社会福祉協議会社会福祉法人　鏡野町社会福祉協議会
●理　　　事：片田八重美

●設　　　立：平成１７年３月

●概　　　要：民間の福祉団体として事業を展開。
財源は、地域から寄せられた社協会費、寄附金、
赤い羽根共同募金配分などによる自主財源に、県
や町からの事業受託金、介護保険事業収入などで
支えられ運営している。「みんなが主役のまちづ
くり」を基本理念に、令和４年度から令和８年度
までの第３次地域福祉活動計画が策定され、さら
なる地域福祉の充実を目指している。 
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牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

避難所運営・備蓄品についても女性の
視点からのご意見を反映させていく

男女共同参画の視点から、防災・危機管理
職員の育成にはどのように取り組むのか
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会
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ

問問 問問

フ
を
想
定
し
た
場
合
の
品

目
・
数
量
を
、
県
及
び
市

町
村
の
目
標
備
蓄
品
数
量

と
し
て
定
め
、
連
携
し
て

備
蓄
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
避
難
所
運
営
・
備
蓄

品
等
に
つ
い
て
も
女
性
か

ら
の
視
点
と
し
て
、
妊
婦

や
、
新
生
児
の
授
乳
が
必

要
な
子
育
て
中
の
方
等
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
　
　
災
害
発
生
時
に
町

　
　
民
へ
配
布
す
る
備
蓄

品
に
は
、
使
用
期
限
・
賞

味
期
限
の
策
定
が
さ
れ
、

町
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

更
新
前
の
廃
棄
ロ
ス
に
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
食
料
品
及
び
飲
料

水
の
使
用
期
限
は
５
年
と

し
て
備
蓄
。
食
料
品
は
備

蓄
４
年
経
過
し
た
も
の
か

ら
防
災
研
修
等
に
提
供
し

て
い
る
。
今
後
は
、
社
協

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
も
提

供
し
て
い
き
た
い
。
飲
料

水
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の

イ
ベ
ン
ト
に
提
供
し
て
い

る
。

　
　
　
避
難
所
で
使
用
す

　
　
る
毛
布
等
の
寝
具
類

の
更
新
時
期
と
管
理
方
法

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
毛
布
は
１
枚
ご
と

の
真
空
パ
ッ
ク
化
し
て
、

10
枚
一
組
と
し
て
管
理
。

使
用
期
限
は
10
年
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
間
使
用
し

た
も
の
は
業
者
に
洗
濯
依

頼
を
し
て
、
１
枚
ご
と
に

真
空
パ
ッ
ク
化
を
し
て
い

る
。

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
で

　
　
は
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に

避
難
所
ま
で
避
難
す
る
こ

と
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
地
域
防
災

計
画
の
中
で
は
、
指
定
避

難
所
に
お
い
て
、
必
要
に

応
じ
、
避
難
者
が
飼
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
に
努
め
、
ペ

ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
住

民
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
同
行
避
難
」
は
、
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
避
難
所
に
行

く
と
い
う
避
難
行
動
。

「
同
伴
避
難
」
は
被
災
者

が
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
を
管

理
す
る
状
態
を
示
す
も
の

で
、
指
定
避
難
所
等
で
、

飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
同
室

で
管
理
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
ペ
ッ
ト
と
同
伴
避

　
　
難
に
つ
い
て
、
町
民

の
理
解
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
ペ
ッ
ト
同
行
に
つ

い
て
の
避
難
は
ま
だ
飼
い

主
の
方
も
充
分
周
知
と
理

解
が
で
き
て
い
な
い
と
考

え
る
の
で
、
今
後
、
広
報

等
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
鏡
野
町
で
は
、
病 

　
　
院
や
医
療
機
関
の
電

子
カ
ル
テ
や
診
察
情
報
の

危
機
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
病
院
の
電
子

カ
ル
テ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

分
離
し
て
お
り
、
外
部
か

ら
の
侵
入
は
無
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

鏡
野
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
と

同
行
避
難
す
る
住
民
を
受
け
入
れ
し
て
い
る

（
同
行
避
難
と
同
伴
避
難
の
違
い
の
認
識
を
）

ペ
ッ
ト
避
難
所
の
運
営
形
態
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

答弁答弁

質問質問

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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▲国民宿舎「いつき」

答答答答 問問問問

答答答答答答 問問問問問問

　
　
　
上
齋
原
地
域
の
シ

　
　

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ま
た
、
鏡
野
町
で
も
一
番

大
き
い
宿
泊
施
設
と
し
て

も
、
こ
の
度
の
閉
館
ニ
ュ

ー
ス
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

　
閉
館
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
昭
和
43
年
に
国
民

宿
舎
「
白
雲
閣
」
と
し
て

整
備
さ
れ
、
平
成
８
年
の

大
規
模
改
修
に
併
せ
て

「
い
つ
き
」
に
改
名
し
、

多
く
の
お
客
様
を
迎
え
た
。

そ
の
後
25
年
経
過
す
る
な

か
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

も
変
わ
り
、
ま
た
、
施
設

の
老
朽
化
も
著
し
く
、
修

繕
工
事
を
重
ね
て
来
た
が
、

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
本
年
11
月
29
日

を
も
っ
て
閉
館
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。　

　
　
　
今
年
度
末
の
指
定

　
　
管
理
期
間
を
待
た
ず

に
閉
館
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
12
月
か
ら
恩
原
高

原
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

す
る
が
、
年
々
従
業
員
の

確
保
が
厳
し
い
の
で
、
従

業
員
を
ス
キ
ー
場
へ
シ
フ

ト
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

指
定
管
理
期
間
を
待
た
ず

に
閉
館
を
決
定
し
た
。

　
　
　
今
後
、
時
代
に
合

　
　
っ
た
宿
泊
施
設
を
早

急
に
整
備
し
た
い
と
言
わ

れ
た
が
、
そ
の
計
画
と
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
国
と
の
協
議
が
で

き
、
財
源
が
確
保
で
き
た

ら
早
急
に
宿
泊
施
設
の
建

設
に
入
り
た
い
。

　
　
　
財
源
の
メ
ド
は
立

　
　
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
町
は
、
上
齋
原
地

域
の
観
光
施
設
再
編
整
備

を
目
指
し
て
い
る
。
事
業

の
要
件
と
合
致
す
る
よ
う

な
交
付
金
も
あ
る
の
で
対

応
す
る
。

　
　
　
建
替
え
の
場
所
や
、

　
　
施
設
解
体
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
何
に
し
て
も
、
国

の
交
付
金
の
財
源
確
保
次

第
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
建
て

替
え
場
所
に
つ
い
て
は
、

現
存
の
場
所
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
根
強
い
フ
ァ
ン
も

　
　
居
る
館
内
に
備
わ
っ

て
い
る
「
ド
ー
ル
ス
ト
ー

ン
ル
ー
ム
」
が
あ
る
が
、

建
替
え
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
新
た
な
施
設
整
備

に
当
た
り
、
有
効
に
活
用

で
き
る
か
ど
う
か
を
含
め

て
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
併
設
す
る
日
帰
り

　
　
温
泉
施
設
、
ク
ア
ガ

ー
デ
ン
こ
の
か
、
周
辺
の

河
川
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
が
あ
る
が
、
総
合
的
に

観
光
施
設
と
し
て
活
か
す

こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
周
辺
施
設
の
再
編

整
備
に
つ
い
て
、
ク
ア
ガ

ー
デ
ン
こ
の
か
、
河
川
公

園
は
一
体
的
に
再
編
を
行

う
予
定
だ
。
そ
の
他
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
地
域
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
連
携
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
一
体
的
な
整
備
の

　
　
検
討
を
嬉
し
く
思
う

が
、
特
に
、
併
設
す
る
河

川
公
園
は
夏
場
唯
一
の
川

遊
び
が
で
き
る
所
で
あ
り
、

魅
力
あ
る
整
備
を
期
待
し

た
い
。
見
解
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
一
体
的
な
整
備
と

し
て
、
原
風
景
が
残
る
上

齋
原
で
あ
り
、
原
型
を
壊

さ
ず
、
次
の
世
代
に
誇
れ

る
施
設
に
し
た
い
。
ま
た
、

皆
さ
ん
が
憩
え
る
浴
場
と

し
て
宿
泊
と
、
温
泉
を
一

体
的
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
津
山
市
が
グ
ラ
ス

　
　

ハ
ウ
ス
を
改
修
し
、

公
民
連
携
の
運
営
へ
と
転

換
し
た
が
、
今
後
、
町
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形

式
で
運
営
す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
昨
年
度
、
大
手
ア

ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
協

議
を
し
た
。
施
設
整
備
や
、

そ
の
後
の
管
理
運
営
に
も

活
か
し
た
実
施
計
画
の
策

定
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
　
　
大
手
ア
ウ
ト
ド
ア

　
　
メ
ー
カ
ー
と
は
ど
の

よ
う
な
実
績
を
持
っ
た
会

社
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
高
知
県
本
山
町
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
が

あ
り
、
同
じ
よ
う
な
指
定

管
理
運
営
を
し
て
い
る
。

公
設
民
営
で
あ
る
。
経
営

状
況
に
つ
い
て
は
、
答
弁

を
控
え
た
い
。

　
　
　
国
民
宿
舎
「
い
つ

　
　
き
」
閉
館
へ
の
、
町

民
の
関
心
は
大
き
い
。
こ

の
際
、
町
内
の
小
中
学
生

に
的
を
絞
り
、
宿
の
名
前

の
募
集
や
「
こ
ん
な
施
設

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
参
考
に
し
た
い
。

片田 八重美［かたた やえみ］議員

上齋原の景観にマッチした
次世代に誇れるような施設にしたい

11月29日で閉館する国民宿舎「いつき」を
どのようにするのか

質問質問

答弁答弁
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要望要望

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

84％の児童・生徒がヤングケアラー
という言葉の理解ができておらず、
認知度の向上が課題

鏡野町におけるヤングケアラー支援は質問質問

答弁答弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
　
に
つ
い
て
、
認
知
度

向
上
に
向
け
た
現
状
の
取

り
組
み
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
内
の
小
学
校
５

年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
、
５
月
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
実

態
調
査
を
行
っ
た
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

と
回
答
し
た
小
学
生
は
76

％
、
中
学
生
は
60
％
で
あ

っ
た
。
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
よ
く
知
ら
な
か
っ

た
と
答
え
た
児
童
・
生
徒

を
合
わ
せ
る
と
、
実
に
84

％
の
児
童
・
生
徒
が
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉

の
理
解
が
で
き
て
お
ら
ず
、

鏡
野
町
に
お
い
て
も
認
知

度
の
向
上
が
課
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
家
事
や
家
族
の
世

話
な
ど
を
毎
日
し
て
い
る

と
答
え
た
児
童
・
生
徒
も
、

各
学
年
に
数
名
ず
つ
い
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
児

童
・
生
徒
へ
の
チ
ラ
シ
の

配
布
、
公
民
館
、
ペ
ス
タ

問問答答

問問問問

答答

答答

ロ
ッ
チ
館
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
な
ど
に
よ
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
認
知
度
を
高
め
、
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

ち
が
、
周
り
の
大
人
に
相

談
し
や
す
い
体
制
を
整
え

た
い
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
に
つ
い
て
も
、
身
近
な

大
人
が
本
人
か
ら
し
っ
か

り
と
話
を
聞
く
よ
う
に
し
、

そ
の
子
ど
も
や
家
族
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解

し
た
上
で
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
し
て
、必
要
な

支
援
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。
　
　
　
各
学
年
に
数
名
ず

　
　
つ
、
毎
日
家
事
や
家

族
の
世
話
を
し
て
い
る
と

答
え
た
生
徒
が
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
こ
の

生
徒
に
つ
い
て
早
急
な
対

応
を
お
願
い
す
る
。

　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ

　
　
い
て
、
町
民
の
方
々

へ
の
理
解
促
進
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の

理
解
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る

チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
様
な
性
に
つ
い

て
考
え
よ
う
と
い
う
内
容

の
ポ
ス
タ
ー
を
庁
舎
内
及

び
学
校
等
の
公
共
施
設
に

配
布
し
て
、
掲
示
を
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

広
報
か
が
み
の
７
月
号
に

も
同
様
の
チ
ラ
シ
を
掲
載

す
る
。

　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問

　
　
題
に
つ
い
て
、
学
校

で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
推

進
を
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
、
生
徒
・
児

も
一
緒
に
学
べ
る
研
修
の

機
会
を
設
け
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生

社
会
の
情
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
る
今
日
、
制
服
を
例

に
と
っ
て
も
、
ま
た
校
則

に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
児
童
や
生
徒

た
ち
が
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
、
そ
し
て
主
体
と

な
っ
て
先
生
や
保
護
者
と

一
緒
に
考
え
、
答
え
を
導

き
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
助
言
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　　

ま
ず
町
民
へ
の
意
識
向
上
、
理
解
を
深
め
る
た
め

に
周
知
、
啓
蒙
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
、

ク
リ
ア
す
べ
き
現
状
の
課
題
、
問
題
点
は
何
か

質問質問

答弁答弁

童
に
ど
の
よ
う
な
教
育
方

針
で
進
め
ら
れ
て
い
く
の

か
。
　
　
教
育
長

　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
学

校
で
の
対
応
教
育
に
つ
い

て
、
現
在
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
な
ど
に
特
化
し

た
人
権
教
育
、
研
修
は
、

具
体
的
に
は
で
き
て
い
な

い
。
　
今
年
度
、
中
学
校
に
お

い
て
は
、
10
月
24
日
に
レ

イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ

の
理
事
長
で
あ
る
竹
内
清

文
氏
を
招
い
て
、
生
徒
に

対
し
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
性
の

多
様
性
」
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

と
し
て
「
自
己
肯
定
感
と

多
様
性
の
尊
重
の
心
を
育

む
」
と
い
う
内
容
で
講
演

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
護
者
や
学
校
教
職
員
に
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方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

岡田 高幸［おかだ たかゆき］ 議員

質問質問

答弁答弁

各第三セクターとの個別協議、運営実態
に係る資料収集を行っている

第三セクターの統合・再編成の進捗状況は

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
夢
広
場
の
理
事
を

　
　
し
て
い
る
の
で
、
大

体
の
状
況
は
把
握
し
て
い

る
が
、
農
産
物
の
販
売
強

化
、
加
工
品
な
ど
も
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

農
家
の
高
齢
化
や
離
農
問

題
解
決
の
た
め
、
そ
の
受

け
皿
を
先
に
作
る
こ
と
を

考
え
な
い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
町
も
緊
急
の
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
第
三

セ
ク
タ
ー
の
統
合
は
受
け

皿
以
外
に
、
人
材
育
成
を

担
え
る
団
体
と
し
て
基
盤

整
備
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
現
在
行
政
主
体
で
実
施

し
て
い
る
が
、
町
全
体
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
内
の
集
落
営
農

組
織
の
方
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
連
携
も
必
要
な

こ
と
だ
と
思
う
。
議
会
か

ら
の
提
案
も
あ
っ
た
の
で
、

議
員
の
方
々
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
再
度
問
う
、
販
売

　
　
や
加
工
の
前
に
、
農

業
部
門
を
単
独
で
動
か
さ

な
い
か
、
ま
た
各
地
の
農

業
を
ど
う
す
る
の
か
、
具

体
的
に
挙
げ
て
町
長
の
本

気
度
を
聞
き
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
農
林
業
は
鏡
野
を

代
表
す
る
第
一
基
幹
産
業

で
あ
る
が
、
米
価
の
下
落

や
物
資
の
高
騰
な
ど
課
題

山
積
で
、
従
来
の
想
い
は

通
用
し
な
い
。
加
え
て
、

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
に

落
胆
の
声
も
耳
に
し
て
い

る
。
水
稲
の
ほ
か
に
作
付

け
す
る
も
の
は
何
か
、
ま

た
農
業
を
二
極
化
す
る
と
、

作
り
や
す
い
所
、
作
り
に

く
い
所
が
有
り
、
後
者
を

ど
う
す
る
か
が
極
論
だ
と

思
う
。
生
産
者
の
声
も
聴

き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
し

っ
か
り
見
据
え
、
施
策
に

落
と
し
込
ん
で
い
く
。
急

務
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
る
。
課
題
山
積
で

難
儀
な
こ
と
だ
が
早
急
な

対
応
を
し
た
い
。

　
　
　
奥
津
河
内
地
内
の

　
　
貯
木
場
完
成
後
の
最

終
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
３
年
９
月
会

議
の
答
弁
に
変
更
は
な
い
。

　
　
　
完
成
ま
で
に
多
く

　
　
の
予
算
を
投
入
予
定

だ
が
、
最
終
的
に
木
を
貯

め
て
置
く
だ
け
の
施
設
な

の
か
、
加
工
施
設
を
そ
の

先
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
持

た
な
い
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
現
在
は
、
町
内
林

業
事
業
体
が
、
数
か
所
に

分
散
集
積
し
て
お
り
、
ま

ず
は
現
状
の
非
効
率
を
解

消
し
、
町
産
材
利
用
の
効

率
化
・
拡
大
を
図
る
。
さ

ら
に
、
製
造
業
者
と
の
直

接
取
引
に
よ
り
産
地
認
証

の
正
確
・
明
瞭
化
を
図
り
、

林
業
事
業
体
の
収
入
確
保
、

町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

見
据
え
た
安
定
供
給
が
最

終
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
。
そ
の

先
の
加
工
場
・
乾
燥
場
等

は
採
算
等
を
考
え
な
が
ら

検
討
す
る
。

　
　
　
施
設
の
有
効
利
用

　
　
の
件
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
で

の
飲
食
の
件
は
、
内
部
で

検
討
の
結
果
や
は
り
難
し

い
。
メ
デ
ィ
ア
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
飲
食
へ
の
対
応
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
町

総
合
文
化
施
設
運
営
審
議

会
に
諮
り
た
い
。

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

　
　
利
用
率
を
上
げ
る
た

め
に
、
何
か
検
討
さ
れ
た

の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

利
用
実
績
は
、
年
間
20
〜

30
件
、
パ
ソ
コ
ン
を
常
時

設
置
し
て
い
る
部
屋
な
の

で
、
違
う
目
的
に
使
用
が

難
し
く
利
用
率
を
上
げ
る

こ
と
が
難
し
い
が
、
今
後
、

運
営
審
議
会
・
協
議
会
で

も
考
え
て
い
く
。

町
総
合
文
化
施
設
運
営
審
議
会
・

町
図
書
館
協
議
会
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
の
今
年
度

以
降
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

質問質問

答弁答弁

答答 問問問問

問問 答答

答答答答 問問

答答 問問問問

答答
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藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

再エネ政策で国民にとって必要。雇用、
作業道の使用、固定資産税が見込まれる

JRE大型風力発電事業は真に再エネ
となり、鏡野町にとって有益か

質問質問

　
　
　
富
地
区
の
富
栄
山

　
　
か
ら
羽
出
に
つ
な
が

る
尾
根
と
そ
の
間
の
白
賀

渓
谷
に
沿
っ
た
尾
根
に
、

25
基
の
大
型
風
車
を
設
置

す
る
計
画
。
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
地
滑
り
や
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
場
所
が
あ
る
。
大

型
工
事
で
災
害
の
危
険
が

増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
本
事
業
で
生
じ
る

地
形
改
変
に
伴
う
土
砂
災

害
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、

事
業
者
が
十
分
な
調
査
、

予
測
、
あ
る
い
は
評
価
及

び
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

今
後
の
環
境
影
響
評
価
の

中
で
確
認
し
、
町
と
し
て

住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、

県
知
事
及
び
事
業
者
に
対

し
意
見
を
述
べ
る
。

　
　
　
風
力
発
電
に
よ
る

　
　
低
周
波
や
超
低
周
波

な
ど
が
住
民
の
健
康
に
及

ぼ
す
影
響
を
町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
超
低
周
波
、
低
周

波
音
と
健
康
影
響
に
つ
い

て
は
、
明
ら
か
な
関
連
を

示
す
知
見
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。
し
か
し
、
平
成

28
年
11
月
に
国
の
風
力
発

電
施
設
か
ら
発
生
す
る
騒

音
等
の
評
価
手
法
に
関
す

る
検
討
会
で
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、

事
業
者
に
よ
る
低
周
波
等

の
デ
ー
タ
収
集
、
あ
る
い

は
低
周
波
低
減
の
取
り
組

み
、
ま
た
地
域
住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

醸
成
等
、
現
時
点
ま
で
の

知
見
及
び
風
車
騒
音
の
評

価
方
法
を
参
考
に
し
て
、

事
業
者
に
報
告
を
求
め
た

い
。
ま
た
、
低
周
波
に
つ

い
て
は
勉
強
し
て
み
た
い
。

　
　
　
説
明
会
の
参
加
は  
　
　
少
な
か
っ
た
よ
う
に

思
う
が
、
内
容
が
住
民
に

知
ら
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
区
長
を
通
じ
て
全

戸
に
通
知
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
大
き
な
反

対
の
声
は
上
が
っ
て
き
て

い
な
い
。

　
　
　
休
み
時
間
が
な
い
、

　
　
昼
食
時
間
は
最
も
忙

し
い
。
早
番
を
し
た
上
で
、

遅
番
も
し
な
い
と
シ
フ
ト

が
埋
ま
ら
な
い
日
も
あ
る
。

教
材
研
究
な
ど
は
自
宅
に

持
ち
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
あ
る
。
厳
し
い
現

場
の
求
め
に
応
じ
て
パ
ー

ト
で
子
ど
も
と
か
か
わ
る

職
員
の
募
集
が
で
き
な
い

か
。
　
　
町　
長

　
　
　
保
育
士
の
働
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
で
は
現
場
の
意
見
を
聞

く
場
と
し
て
保
育
士
と
の

検
討
会
を
年
１
度
程
度
設

け
、
改
善
策
や
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
国
に
も
意
見
を

発
表
し
て
い
き
た
い
。
保

育
士
が
少
し
子
ど
も
と
離

れ
る
時
間
を
つ
く
り
、
書

類
作
成
な
ど
ゆ
と
り
を
持

て
る
よ
う
実
現
に
努
め
て

い
る
が
、
そ
の
時
間
帯
の

パ
ー
ト
職
員
の
確
保
、
シ

フ
ト
調
整
が
困
難
で
取
り

組
む
こ
と
が
難
し
い
。

　
　
　
鏡
野
町
で
子
育
て

　
　
し
た
い
と
い
う
期
待

を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
保

育
士
を
採
用
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
採
用
試
験
は
、
経

験
者
も
挑
戦
し
や
す
い
よ

う
50
歳
ま
で
を
対
象
と
し
、

勤
務
中
の
対
象
者
の
方
に

は
園
長
を
通
じ
て
受
験
を

勧
め
て
い
る
。
多
く
の
方

に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
　
人
材
確
保
の
た
め

　
　
保
育
士
募
集
の
広
報

に
現
場
の
保
育
士
さ
ん
の

声
か
け
、
お
誘
い
の
言
葉

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

み
た
い
。
保
育
士
の
業
務

は
大
変
だ
が
子
ど
も
を
目

の
前
で
見
て
、
子
ど
も
の

言
葉
に
ほ
っ
こ
り
し
、
ま

た
自
分
の
頑
張
り
が
即
、

子
ど
も
の
成
長
に
つ
な
が

る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
か
ら
の
励
ま
し
の

言
葉
で
や
り
が
い
を
見
つ

け
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。

魅
力
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
保
育
士

に
ま
た
な
っ
て
み
た
い
、

挑
戦
し
た
い
と
い
う
方
も

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、新
聞

折
り
込
み
を
活
用
し
た
求
人
等
を
行
っ
て
い
る

保
育
現
場
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

人
材
確
保
は

質問質問

答弁答弁

答答答答 問問問問

問問答答

答答答答 問問問問

答答 問問

答弁答弁



一
問
一
答
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式
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般
質
問

一
般
質
問
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答答

▲人形峠環境技術センター

答答 問問

　
　
　
ウ
ラ
ン
容
器
封
印

　
　
ワ
イ
ヤ
切
断
事
件
に

つ
い
て
、
町
へ
は
ど
の
よ

う
な
説
明
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
４
年
３
月
17

日
に
、
人
形
峠
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機

関
）
に
よ
る
査
察
が
行
わ

れ
た
際
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
施

設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、

六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
が
充
填

さ
れ
た
シ
リ
ン
ダ
ー
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
た
原
子

力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ

Ａ
）
の
査
察
用
封
印
ワ
イ

ヤ
が
切
れ
て
い
る
こ
と
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
当
日
、
人
形

問問問問

答答

峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
電
話
に
て
報
告
を
受
け

た
。

　
そ
の
後
、
封
印
が
毀
損

し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、

ニ
ッ
パ
等
の
切
断
工
具
に

よ
り
切
断
さ
れ
た
こ
と
は

特
定
さ
れ
た
が
、
切
断
し

た
人
物
や
時
期
を
特
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
再
発
防
止
策
と
し

て
切
断
工
具
の
管
理
方
法

の
改
善
や
封
印
の
健
全
性

を
査
察
官
と
共
に
確
認
す

る
な
ど
の
追
加
対
策
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。　

　
　
　
町
と
し
て
の
反
応

　
　

と
見
解
は
ど
う
か
。

ま
た
、
危
機
管
理
と
原
因

究
明
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
今
回
の
案
件
は
環

境
へ
の
影
響
は
な
く
、
環

境
保
全
等
に
関
す
る
協
定

書
に
基
づ
く
報
告
対
象
で

は
な
い
が
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
住
民
の
安
全
安

心
な
の
で
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
万
全
の
対
策
を

と
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
口

頭
に
よ
り
強
く
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
。

　
　
　
町
地
域
情
報
通
信

　
　
施
設
整
備
運
営
事
業

の
関
連
組
織
構
成
は

　
　
町　
長

　
　
　
町
の
施
設
で
あ
る

鏡
野
町
有
線
テ
レ
ビ
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式

会
社
「
鏡
野
光
サ
ー
ビ

ス
」
が
運
営
し
て
い
る
。

　
㈱
鏡
野
光
サ
ー
ビ
ス
は
、

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
を
代
表

企
業
と
し
、
日
本
コ
ム
シ

ス
㈱
、
㈱
オ
ー
ビ
ス
、
㈱

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
構
成
員

と
な
っ
て
い
る
。　

　
　
　
４
月
以
降
の
新
規  

　
　

加
入
者
に
対
し
て
、

見
積
書
、
納
付
書
、
工
事

負
担
金
、
初
期
設
定
手
数

料
な
ど
で
、
見
直
し
・
改

善
さ
れ
た
こ
と
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
新
規
加
入
に
伴
う

工
事
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

告
知
放
送
へ
の
同
時
加
入

の
場
合
、
工
事
費
の
半
額

を
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い

た
。
こ
の
場
合
、
一
般
住

宅
の
ケ
ー
ス
で
は
、
税
込

み
で
８
万
２
千
５
百
円
の

負
担
金
を
も
ら
っ
て
い
た

が
、
県
内
市
町
村
と
比
較

し
て
高
額
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
４
月
以
降

の
加
入
分
よ
り
、
告
知
放

送
へ
の
同
時
加
入
で
、
税

込
み
２
万
５
千
円
と
変
更

し
た
。

　

見
積
書
に
つ
い
て
は
、

宅
内
設
備
単
価
表
に
よ
る

定
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
廃

止
し
、
納
付
書
だ
け
を
送

付
し
て
い
る
。

　
工
事
負
担
金
、
利
用
料

は
、
「
鏡
野
町
地
域
情
報

通
信
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

り
指
定
管
理
者
が
加
入
者

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

令
和
４
年
４
月
以
降
の
加
入
分
よ
り

工
事
負
担
金
を
減
額
し
た

町
地
域
情
報
通
信
整
備
運
営
事
業
の

新
規
加
入
者
に
対
し
て
見
直
し
・
改
善
点
は

質問質問

答弁答弁

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

３月17日当日、人形峠環境技術センター
から電話にて報告を受けた

ウラン容器封印ワイヤ切断事件について、
町へはどのような説明があったのか

質問質問

答答 問問



鏡野町中央公民館
奥津振興センター
上齋原振興センター
富振興センター

令和４年８月２日（火）
令和４年８月２日（火）
令和４年８月４日（木）
令和４年８月４日（木）

午前１０時~
２時間程度

鏡野地区
奥津地区
上齋原地区
富地区

時   間日　程会　場地区名
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ13 議会用語

鏡野町議会　第９回（令和４年度）
町民と議会との意見交換会を開催します！

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　意見書とは地方議会の意思を意見としてまとめた文書のことを言います。
　地方自治法第99条に基づき、地方議会は国会等に意見書を提出する
ことができます。請願や陳情が議会で採択されると同趣旨の意見書案を
議会で諮り、可決されると国や県に意見書として提出します。

ど
う
し
ま
す
か

こ
れ
で

安
心
だご

めい
わ
く

お
か
け
し
て

い
ま
す

お
ーー
っ

ご
き
げ
ん

だ
な
あ

ウイーー

酒

こ
の
ま
ま

見
て
見
ぬ
ふ
り
は

で
き
ん

か
ら
な

あ
ー

あ
ら
あ

　
　

ーー

ね
ち
ゃ
っ
た

よ

■今年のテーマ：
　鏡野町の教育の現状と課題について~将来の教育環境を考える～
■開催内容：
　今年のテーマに沿った意見交換、町議会や町政に関しての意見交換
■日程及び会場等

次回の発行は令和４年11月１日の予定です。

編
集
後
記

　
初
め
て
鏡
野
町
議
会
議
員
と
な
り
、
広

報
紙
の
作
成
に
携
わ
っ
て
早
い
も
の
で
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
何
事
も
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
を
含
め
て
7
名

の
委
員
で
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
の
中
で
い
か

に
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
読
ん
で
も
ら
え

る
か
を
検
討
し
て
紙
面
づ
く
り
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

等
の
実
施
が
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
と
共
に
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
前
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
が
あ
れ
ば
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
様
に
議
会
や
町

の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
難
波
　
達
男
）

地方議会からの意見書について

か
し
の
木　

第
13
号

6

月

会

議

一
部
事
務
組
合
議
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

９月５日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、９月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【問合せ先】議会事務局  電話0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル


